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貢献 

"

’鷲鰐臨“表彰 

市
で
は
文
化
の
日
の
十
一
月
三
日
、
市
内
大
町
の
レ
ス
ト
ラ
ン
藤

吉
郎
で
、
市
の
文
化
・
教
育
・市
政
発
展
等
に
特
に
優
れ
た
功
績
を

表
し
た
方
を
表
彰
す
る
、
平
成
六
年
度
市
文
化
褒
賞
・
市
褒
賞
並
び

に
内
助
功
労
章
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

式
典
に
は
、
受
賞
者
を
は
じ
め
、
佐
々
木
市
長
、
表
彰
推
薦
委
員
、
 

来
賓
な
ど
約
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

今
年
の
受
賞
者
は
文
化
褒
賞
が
十
三
人
、市
褒
賞
が
十
三
人
、
内

助
功
労
章
が
十
七
人
の
計
四
十
三
人
で
す
。
 

受
賞
者
が
増
え
た
の
は
、
本
年
度
分
の
功
労
者
に
加
え
て
、
昭
和

一
一
十
九年
十
月
一
日
の
市
制
施
行
当
時
ご
存
命
で
、
草
創
期
の
市
政

の
確
立
に
貢
献
し
、
今
日
の
発
展
の
礎
と
な
っ
て
ご
活
躍
さ
れ
た
方

々
の
追
褒
賞
が
行
わ
れ
た
た
め
で
す
。
 

（
表彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。）
 

市
文

化
夜
含
貝
 

青
森
市
浪
打
ニ
丁
目
 

一
 
一
 

ー
一
 

 
〇
 

 

あ
き
ら
 

和
田
 
現

氏
 

（
七
十
九
歳
）
 

 

永
年
に
わ
た
り
書
の
道
を
通
じ
子
弟
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
 

父
山
蘭
が
牧
水
と
交
わ
し
た
貴
重
な
書
簡
と
、
格
調
高
い
遺
墨
を
よ

く
保
存
し
て
当
市
に
寄
贈
し
、
こ
の
地
文
化
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
澄
子
さ
ん
 

,
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献エ貝

市
で
は
文
化
の
日
の
十

一
月
三
目
、
市
内
大
町
の
レ
ス
ト
ラ
ン
藤

吉
郎
で、

市
の
文
化
・
教
育
・
市
政
発
展
等
に
特
に
優
れ
た
功
績
を

表
し
た
方
を
表
彰
す
る
、
平
成
六
年
度
市
文
化
褒
賞
・
市
褒
賞
並
び

に
内
助
功
労
章
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
受
賞
者
を
は
じ
め
、
佐
々
木
市
長
、
表
彰
推
薦
委
員
、

来
賓
な
ど
約
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
年
の
受
賞
者
は
文
化
褒
賞
が
十
三
人
、
市
褒
賞
が
十
三
人
、
内

助
功
労
章
が
十
七
人
の
計
四
十
三
人
で
す
。

受
賞
者
が
増
え
た
の
は
、
本
年
度
分
の
功
労
者
に
加
え
て
、
昭
和

二
十
九
年
十
月
一
日
の
市
制
施
行
当
時
ζ
存
命
で
、
草
創
期
の
市
政

の
確
立
に
貢
献
し
、
今
日
の
発
展
の
礎
と
な
っ
て
ご
活
躍
さ
れ
た
方

々
の
追
褒
賞
が
行
わ
れ
た
た
め
で
す
。
-

(表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
、
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次
の
と
お
り
で
す
。)

市
文
化
褒
賞

現1
氏

和

田
(七
十
九
歳
)

青
森
市
浪
打
二
丁
目

二
l

一
O

永
年
に
わ
た
り
乃
の
道
を
通
じ
」
J

弟
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

父
山
闘
が
牧
ぷ
と
交
わ
し
た
武
重
な
書
簡
と
、
格
調
-d
い
遺
墨
を
よ

く
保
存
し
て
当
市
に
寄
贈
し
、
こ
の
地
文
化
の
振
興
発
展
に
民
献
さ

れ
ま
し
た
。

内
助
功
労
章

澄
子
さ
ん



ク
 
」
 地域 の 発展（ 

沙
高

橋
永
太

郎
氏
 

（
八
十
歳
）
 

市
内
金
山
字
泉
田
 

一
 

一
 
一
 
一
 
ー
一
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新

谷
雄
蔵
氏
 

（七
十

一
歳
）
 

市
内
錦
町
一
五
九
 

教
育
者
と
し
て
、
義
務
教
育
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
 

考
古
学
の
第
一
人
者
と
し
て
「
観
音
林
遺
跡
」
を
は
じ
め
、
多
く
の

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
陣
頭
指
揮
を
と
り
、
市
史
解
明
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
照
さ
ん
 

市
 
褒
 
骨
貝
 

成
田

弘
三

氏
 

（七
十
七
歳
）
 

市
内
元
町
一
ニ
一
一
 

永
年
に
わ
た
り
五
所
川
原
商
工
会
議
所
副
会
頭
等
の
役
員
を
勤
め
、
 

商
工
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
五
所
川
原
青
色
申
告

会
会
長
と
し
て
、
率
先
垂
範
会
員
に
適
正
な
納
税
を
訴
え
、
申
告
納

税
制
度
の
普
及
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
 

藤
間
 
綾

氏
 

（六
十

三
歳
）
 

東
京
都
武
蔵
野
市
八
幡

四
丁
目
ニ
四
ー
七
 

斯
界
屈
指
の
藤
間
流
教
授
藤
間
く
に
に
師
事
し
、
旺
盛
な
研
究
心

で
至
》lkを
会
得
さ
れ
た
の
ち
独
立
。
都
に
藤
間
綾
道
場
を
開
設
す
る

と
と
も
に
、
市
内
に
稽
古
場
「
綾
扇
会
」
を
つ
く
り
、
日
本
文
化
の

原
点
と
も
言
う
べ
き
古
典
舞
踊
の
普
及
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

永
年
に
わ
た
り
農
協
活
動
に
挺
身
し
、
松
島
村
農
業
協
同
組
合
長

や
五
所
川
原
市
農
業
協
同
組
合
長
等
を
勤
め
、
農
業
の
振
興
に
至
言

を
与
え
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
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展

新

谷

雄

蔵
氏

(七
十

一
歳
)

市
内
錦
町
一
五
九

教
育
荷
と
し
て
、
義
務
教
育
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、

与
山
下
の
第

一
人
行
と
し
て
「
観
音
林
遺
跡
」
を
は
じ
め
、
多
く
の

内
蔵
文
化
財
発
制
調
査
の
陣
頭
指
仰
を
と
り
、
市
巾
人
解
明
に
氏
献
さ

れ
ま
し
た
。

'ノ
藤

内
助
功
労
章

照
さ
ん

問

綾
氏

(六
十
三
歳
)

東
京
都
武
蔵
野
市
八
幡

四
丁
目
二
四
|
七

斯
問
介
川
折
の
雌
間
流
教
峰
雄
問
く
に
に
附
が
し
、
川
盛
な
研
究
心

で
至
芸
を
会
得
さ
れ
た
の
ち
独
立
。
都
に
藤
間
綾
道
場
を
開
設
す
る

と
と
も
に
、

市
内
に
稽
古
場
「
綾
扇
会
」
を
つ
く
り
、
日
本
文
化
の

原
点
と
も
言
う
べ
き
古
典
舞
踊
の
普
及
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

市

褒

噌当官

員

成

田

弘

三
氏

(七
十
七
歳
)

市
内
元
町
一
二
二

永
年
に
わ
た
り
丘
所
川
原
商
工
会
議
所
副
会
頭
等
の
役
以
を
勤
め
、

商
工
の
振
興
発
出
に
点
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
九
所
川
原
白
川
色
中
告

会
会
長
と
し
て
、
本
先
垂
範
会
げ
は
に
適
正
な
納
税
を
訴
え
、

中
止円納

税
制
度
の
い
け
及
に
大
き
な
足
跡
を
桟
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋

永
太
郎
氏

(八
十
歳
)

市
内
金
山
字
泉
田

二
三
l

一

永
年
に
わ
た
り
農
協
活
動
に
挺
身
し
、
松
島
村
品
業
協
同
組
合
長

や
瓦
所
川
原
市
段
業
協
同
組
合
長
官
ド
リ
を
勤
め
、
品
業
の
振
興
に
至
」
一円

を
与
え
、
地
域
の
発
民
に
貞
献
さ
れ
ま
し
た
。
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市

文

化
褒
賞
 追

褒

骨
貝
を

皿
又
骨
貝
さ
れ
た
 

方

々
は

次
の

と

お
り
で

す
 

し
て
、
瀬
石
、
鴎
外
、
藤
村
、
 

青
森
市
大
字
石
江
字
江
渡
二
 

ま
し
た
。
 

市
内
大
町
一
五
 

葉
、
芙
美
子
等
、
多
彩
な
評
論
活
 

生
涯
を
教
育
に
捧
げ
、
特
に
算
 

内
助
功
労
章
 
文
子
さ
ん
 

近
代
農
法
を
積
極
的
に
導
入
し
、
 

動
を
さ
れ
ま
し
た
。
 

数
教
育
の
権
威
者
と
し
て
著
書
を
 

稲
作
農
業
の
礎
を
築
く
と
と
も
に
、
 

▽
故

・
秋

田
 
賢

吉
氏
 

』
リ
故
・
岩谷
 
青
海
氏
 

を
世
に
問
う
な
ど
、
教
育
の
振
興
 

、
H
'
 ：
ノ
ーノ
j

一
ニ
i
ー
 

県
議
会
議
員
を
勤
め
る
な
ど
、
市
 

【
・
ー
 ．
『
一
ー
 
I

：
 
ー
 

、
一
‘
 
‘
．ノ
ニ
 

1
：
ノ
ー
 

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

市
内
鶴
ケ
岡
守
川
袋
一
五
一
 

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

誘
光
雄
か
「
潜
達

什、
 
▽
故
・
清水川
元
吉
氏
 
溝
濠
凄

界
瑞
護

1
 

明
治

・
大
丑
・
昭
和
の
三
代
に
 

東
京
都
三
鷹
市
深
大
青
 
角
界
入
り
し

て
、
全
勝
優
勝
を
 

内
助
功
労
章
 
ハ
ル
さ
ん
 

磐

隆
蟹
護
熱
」
 
日展
に連
続
」
鯛

鮎

▽
故
坂本

一
義氏
 

誌
撲
轄
襲
簾
 

て
I
ー
ー
 

劃
旨
り
ー
 

J
ー
 

果
た
H
鷺
勲
割
熱

宰
 

川
崎
市高
津
区久
本
三丁
目
 
に

高
劉

長
り
‘

ノー
ノ
I
 

▽
故
 
阿部
修
四
郎
氏
 

す
る
な
ど
、
後
進
の
育
成
に
大
き
 
六
ー
一
ー
一

四
〇
七
 

東
京
都
杉
並
区
阿
佐
ケ
谷
北
 

▽
故
飯
塚

良
三
氏
 
く
貢
献

薮

穀

の
よ
さ
ん
 
の
騒

騒
薮
聾
 

▽
故
吉
岡
龍
太
郎
氏
 

大
正
昭
「
疑
祈
」
「
 

京
都
市
西
京
区
山
田
 

も
に
、
青
森
県
体
育
協
会
長
と
し
 

青
森
市
浪
打
一
丁
目
一〇
ー
一
 
の

管
理
保
全
に
尽
く
す
と
と
も
に
、
 

生
涯裏
競
「
『範

」
故
葛
西国
四郎
氏
 

譲
』
振
興
に
大
きく
貢
献
さ

発
鯵
鷲
師
篇
 
競
讐

鷲

質
」」
一
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語
漢
文
で
は
、
後
々
の
範
と
な
る
 

北
津
軽
郡
中
里
町
大
字
福
浦
 
内

助
功
労
章
 
光
枝
さ
ん
 

県
ス
キ

ー
界
で
は
、
幾
多
の
名
選
 
内

助
功
労
章
 
ク
ニ
さ
ん
 

な
ど
、
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
 

字
松
野
尾
六
 

手
を
輩
出
さ
せ
る
な
ど
、
ス
キ

ー
 

V
故
・
板
垣
 

直

子
氏
 

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
 

五
丁
目
五
一

ー
一
一
 

女
性
文
芸
評
論
家
の
草
分
け
と
 
 

に
す
る
な
ど
、
教
育
の
振
興
に
、
 

大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
キ
エ
さ
ん
 

『
故
・
エ
藤
直

三
郎
氏
 

是
協
勢
章

ヤ
・

ん
 
、

響
霧

務
難
」
躍
 

▽
故
鹿
内
健
」
民
 
王
署

森
羅
棄
豪
兎
 

▽
故
阿
部
誠
示
氏
 

▽
故
・
鹿
内
 

健
三
氏
 

大
坂
府
池
田
市
旭
丘
二
丁
目
 

》
五
ー
一
一

大
阪
成
践
女
子
短
期
大
学
学
長

及
び
、
大
阪
私
立
短
期
大
学
協
会

長
等
、
多
く
の
役
職
を
勤
め
、
教

育
行
政
の
充
実
発
展
に
尽
く
さ
れ
 

市
褒

賞
 

▽
故
・
秋
田
喜
十
郎
氏
 

,
 

▽
故
・
阿
部
誠

一
郎
氏
 

市
内
羽
野
木
沢
字
実
吉
一
六

青
森
銀
行
取
締
役
、
青
森
県
公

安
委
員
会
委
員
長
等
の
要
職
に
あ

り
、
地
域
の
経
済
発
展
と
、
社
会

の
安
寧
秩
序
維
持
増
進
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
 

追
褒
賞
を
受
賞
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り

し
て
、
微
行
、
鴎
外
、
雌
村
、

一

庁
森
市
大
下
ぶ
江
字
江
波
二
三

ま
し
た
。

山
県
、
民
美
子
等
、
多
彩
な
評
論
活
生
涯
を
教
育
に
搾
げ
、
特
に
算

内
助
功
労
章

動
を
さ
れ
ま
し
た
。

数
教
育
の
権
威
者
と
し
て
著
書
を

も
の
に
し
た
ほ
か
、
「
教
育
残
乍
」

を
山
に
問
う
な
ど
、
教
育
の
振
興

に
大
き
く
点
献
さ
れ
ま
し
た
。

市
文
化
褒
賞

マ
故
・
秋
田

賢
吉
氏

明
治

・
大
正
・
附
和
の
ご
-
代
に

わ
た
り
、
教
育
の
振
興
に
、
ま
た

出
同
一
削
除
備
に
、
大
き
く
円
以
献
さ

れ
ま
し
た
。

マ
故
・
飯
塚

良
三
氏

しな訴
たど玖S:j三

内 。 、文百I~ f7t 
助 大でを荷1)
功 きは教市
労 な、子f-1七阿
章 足後に山点
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をのげ ~Ir 111 
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マ
故
・
板
垣

ヤ
ス
ヨ
さ
ん

直
子
氏

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

五
丁
目
玉
一
ー
一
一

火
性
文
芸
評
論
家
の
信
分
け
と

マ
故
・
岩
谷

青
海
氏

ぃ
米
ぷ

mAて
附
ト
巾
深
ト
〈
h
寸

一
.1円
一
l

二
八

μ
民
に
辿
続
卜
数
川
の
人
選
を

来
た
し
、
誠
心
ル
札
口
近
会
等
を
h
山花一卜

す
る
な
ど
、
後
進
の
育
成
に
大
き

く
じ
以
献
さ
れ
ま
し
た
。

内
助
功
労
章

の
よ
さ
ん

マ
故
・
葛
西
国
四
郎
氏

北
作
科
部
中
巴
町
大
宇
一
M
M
柿

字
松
野
尾
し
ハ

子
弟
の
教
育
に
身
を
搾
げ
る
傍

ら
、
教
育
に
関
す
る
著
比
げ
を
も
の

に
す
る
な
ど
、
教
育
の
振
興
に
、

大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

内
助
功
労
章
キ
エ
さ
ん

マ
故
・
工
藤
直
三
郎
氏

マ
故
・
坂
本

一
義
氏

川
崎
市
白
津
悦
久
本
-
二
「
日

」ハー

一
l

一
一川

O
七

三
論
界
に
あ

っ
て
、
終
始
報
道

の
使
命
を
自
党
、
所
雌
す
る
と
と

も
に
、
庁
森
県
体
育
協
会
長
と
し

て
体
育
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

内
助
功
労
章

光
枝
さ
ん

マ
故
・
鹿
内

健
三
氏

大
坂
府
池
出
市
旭
丘
二

γ
円

ぜ
五

二

大
阪
成
践
女
子
短
期
大
学
学
長

及
び
、
大
阪
私
立
短
期
大
学
協
会

長
等
、
多
く
の
役
職
を
勤
め
、
教

育
行
政
の
充
実
発
展
に
尽
く
さ
れ

で
す

文
子
さ
ん

マ
故
・
清
水
川
元
吉
氏

市
内
的
ヶ
岡
字
川
袋

一一
ム
一

角
川
介
入
り
し
て
、
全
勝
催
勝
を

は
じ
め
、
日
米
大
関
に
昇
進
す
る
な

ど、

相
撲
巨
同
k
H
森
の
名
を
全
同

に
向
め
ま
し
た
。

マ
故
・
吉
岡
龍
太
郎
氏

K
H
森
市
浪
打

一

r
H一
0
1
一

算
数
教
育
に
卓
越
し
た
手
腕
を

発
師
、
若
い
い
一
い
を
も
の
に
し
た
ほ
か
、

県
ス
キ
ー
界
で
は
、
幾
多
の
名
選

手
を
市
山
さ
せ
る
な
ど
、
ス
キ
ー

王
同
庁
森
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

市

褒
，営-

Eミ

マ
故
・
秋
田
喜
十
郎
氏

市
内
大
町

一
五

近
代
民
法
を
和
倒
的
に
導
入
し
、

稲
作
農
業
の
礎
を
築
く
と
と
も
に
、

北
津
軽
郡
会
議
員
、
中
川
村
長
、

県
議
会
議
日
を
勤
め
る
な
ど
、
市

の
発
展
に
武
献
さ
れ
ま
し
た
。

内
助
功
労
章
ハ
ル
さ
ん

マ
故
・
阿
部
修
四
郎
氏

東
京
都
杉
並
区
阿
佐
ヶ
谷
北

四
丁
日

二一一

ー
一
四

大
正
、
昭
和
に
わ
た
り
御
用
林

の
廿
担
保
全
に
尽
く
す
と
と
も
に
、

東
京
地
方
帝
室
林
野
川
長
と
し
て
、

林
学
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

内
助
功
労
章
ク
ニ
さ
ん

マ
故
・
阿
部
誠
一
郎
氏

市
内
羽
野
木
沢
字
英
吉

二
ハ

青
森
銀
行
取
締
役
、
青
森
県
公

安
委
員
会
委
員
長
等
の
要
職
に
あ

り
、
地
域
の
経
済
発
展
と
、
社
会

の
安
寧
秩
序
維
持
哨
進
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
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創
立
十
周
年
を
迎
え
 

さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
う
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
 

10周年を祝い 
あいさつを述べる戸深校長 

内
助
功
労
章
 
み
さ
さ
ん
 

▽
故
・
小
笠

原
清

治
氏
 

市
内
石
岡
字
藤
巻
ニ
七
上
ハ

農
業
の
振
興
発
展
と
、
農
民
の

生
活
向
上
に
尽
く
さ
れ
る
と
と
も

に
、
三
好
農
業
協
同
組
合
を
、
県

下
有
数
の
組
合
に
育
て
、
農
協
組

合
史
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ

ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
フ
ョ
さ
ん
 

▽
故
・
楠
美

和
右
衛
門
氏
 

青
森
市
千
刈
四
コ
目
 

一
四
ー
一四

七
和
村
助
役
、
村
長
と
し
て
、
 

住
民
参
加
の
先
駆
的
な
村
政
を
展

開
、
模
範
村
七
和
の
村
勢
伸
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
ユ
ミ
さ
ん
 

▽
故
・
小
嶋
 
久

雄
氏
 

市
内
敷
島
町
一
ー
四
 

岩
木
川
治
水
に
生
涯
を
捧
げ
、
 

十
三
湖
干
拓
の
礎
を
築
き
、
西
北

五
地
方
の
水
防
と
稲
作
農
業
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

,
 

内
助
功
労
章
 
ト
シ
さ
ん
 

▽
故
・
佐
々
木
彰
造
氏
 

青
森
市
浪
打
一
丁
目
七

ー
一
一
 

「布
嘉
」
四
代
目
と
し
て
実
業

界
に
君
臨
す
る
傍
ら
、
終
戦
時
の

五
所
川
原
町
長
と
し
て
功
を
あ
げ

る
と
と
も
に
、
自
動
車
業
界
に
進

出
し
、
産
業
経
済
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 

貞
さ
ん
 

▽
故
・
訳
洋

田
 
長

助
氏
 

市
内
ー
ッ
谷
七
六
 
五
 

「津
長
」
の
三
代
目
と
し
て
、
 

二
十
五
年
間
の
町
議
会
議
員
の
ほ

か
、
消
防
団
長
、
市
農
業
会
会
長

と
し
て
活
躍
、
更
に
津
軽
鉄
道
、
 

津
軽
酒
造
等
の
経
営
に
参
画
、
郷

土
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
う
め
さ
ん
 

▽
故
・
長
尾
 
行

介
氏
 

東
京
都
杉
並
区
南
荻
窪
 

一
丁
目
二
三
ー
ー
ーハ
 

東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、
米
国
 

（
雄
飛
、
大
規
模
農
業
を
実
践
す
 

る
傍
ら
、
異
国
で
の
邦
人
の
地
位

向
上
に
尽
く
し
、
帰
国
後
は
、
農

政
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

▽
故
・
原
 
治

三
郎
氏
 

市
内
新
宮
字
岡
田
一
〇
七

農
林
省
技
官
と
し
て
、
穀
物
検

査
の
新
技
法
や
品
種
改
良
に
功
を

挙
げ
る
と
と
も
に
、
剣
の
道
で
は

直
心
影
流
を
極
め
、
更
に
日
本
画

の
地
方
画
壇
隆
盛
等
、
多
方
面
に

わ
た
り
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
さ
だ
さ
ん
 

▽
故
・
松
本
輿
「
廊
氏
 

市
内
下
岩
崎
字
葛
ノ
森
三
四

陸
軍
憲
兵
中
佐
と
し
て
功
を
あ

げ
た
後
、
飯
詰
村
議
会
議
員
、
飯

詰
村
長
を
勤
め
、
更
に
市
議
会
議

員
、
市
議
会
議
長
に
就
任
、
地
方

自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
キ
ョ
さ
ん
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学

校

（
戸
浮
一光
校
長
）
で
十
月
十

九
日
、
学
校
関
係
者
、
高
校
、
企

業
の
代
表
な
ど
約
二
百
四
十
人
が

出
席
し
て
、
創
立
＋
周
年
記
念
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
で
戸
津
校
長
は
「
わ
が
短

大
こ
そ
、
国
の
発
展
に
か
か
わ
る

原
点
の
一
「
で
あ
る
と
の
自
信
を

持
っ
て
、
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
 
 

て
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
「
を
述
べ
、
来
賓
の
斎
藤
博
副

知
事
と
佐
々
木
市
長
が
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
出
席
者
達
は
校
内
の

施
設
・
設
備
等
を
視
察
し
て
、
青

森
県
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
機
構
の

重
要
な
拠
点
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
る
同
校
（
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
 

5 平成 6年11月15日 

内
助
功
労
章

み
さ
さ
ん

マ
故
・
小
笠
原
清
治
氏

市
内
石
岡
宇
藤
巻
二
七
l

六

農
業
の
振
興
発
展
と
、
農
民
の

生
研
向
上
に
尽
く
さ
れ
る
と
と
む

に、

三
好
農
業
協
同
組
合
を
、
県

下
有
数
の
組
合
に
育
て
、
農
協
組

合
史
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ

ま
し
た
。内

助
功
労
章

フ
ヨ
さ
ん

マ
故
・
楠
美
和
右
衛
門
氏

青
森
市
千
刈
阿
丁
目
一
四
l

一
同

七
和
村
助
役
、
村
長
と
し
て
、

住
民
参
加
の
先
駆
的
な
村
政
を
展

開
、
模
範
利
七
和
の
村
勢
仲
展
に

一
以
献
さ
れ
ま
し
た
。

内
助
功
労
章

ユ
ミ
さ
ん

マ
故
・
小
嶋

久
雄
氏

市
内
敷
品
町

一
l

四

山
市
木
川
治
水
に
生
涯
を
捧
げ
、

十
三
削
干
拓
の
礎
を
築
き
、
同
北

五
地
方
の
水
防
と
稲
作
農
業
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

内
助
功
労
章

ト
シ
さ
ん

マ
故
・
佐
々
木
彰
造
氏

青
森
市
浪
打

一
丁
目
七
l

二

「
布
嘉
」
四
代
目
と
し
て
実
業

界
に
君
臨
す
る
傍
ら
、
終
戦
時
の

五
所
川
原
町
長
と
し
て
功
を
あ
げ

る
と
と
も
に
、
自
動
車
業
界
に
進

山
し
、
産
業
経
済
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

内
助
功
労
章

貞
さ
ん

マ
故
・
弐
津
田

長
助
氏

市
内

一
ッ
谷
七
六
1

玉

「
津
長
」
の
一一一
代
目
と
し
て
、

二
十
五
年
間
の
町
議
会
議
員
の
ほ

か
、
消
防
団
長
、
市
農
業
会
会
長

と
し
て
活
躍
、
吏
に
津
軽
鉄
道
、

津
軽
酒
造
等
の
経
常
に
参
画
、
郷

土
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

内
助
功
労
章
う
め
さ
ん

マ
故
・
長
尾

行
介
氏

東
京
都
杉
並
灰
南
荻
窪

一
丁
目
一三
了

二
ハ

東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、
米
国

へ
雄
飛
、
大
規
模
農
業
を
実
践
す

る
傍
ら
、
異
国
で
の
邦
人
の
地
位

向
上
に
尽
く
し
、
帰
国
後
は
、
農

政
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

マ
故
・
原

治
三
郎
氏

市
内
新
宮
字
岡
田

一
O
七

農
林
省
技
官
と
し
て
、
穀
物
検

究
の
新
技
法
や
品
種
改
良
に
功
を

挙
げ
る
と
と
も
に
、
剣
の
道
で
は

直
心
影
流
を
極
め
、
更
に

H
本
画

の
地
方
画
位
隆
盛
等
、
多
方
面
に

わ
た
り
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

内
助
功
労
章
さ
だ
さ
ん

マ
故
・
松
本
興
三
郎
氏

市
内
下
岩
崎
字
葛
ノ
森
三
四

陸
軍
憲
兵
中
佐
と
し
て
功
を
あ

げ
た
後
、
飯
詰
村
議
会
議
員
、
飯

詰
村
長
を
勤
め
、
更
に
市
議
会
議

員
、
市
議
会
議
長
に
就
任
、

地
方

白
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

内
助
功
労
章
キ
ヨ
さ
ん

創
立
斗
周
年
を
迎
え

さ
ら
怠
る
飛
躍
を
誓
』
み
一

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学

校
(
戸
津

一
光
校
長
)
で
十
月
十

九
日
、
学
校
関
係
者
、
高
校
、
企

業
の
代
表
な
ど
約
二
百
四
十
人
が

出
席
し
て
、
創
立
十
周
年
記
念
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
戸
津
校
長
は
「
わ
が
短

大
こ
そ
、
同
の
発
展
に
か
か
わ
る

原
点
の

一つ
で
あ
る
と
の
自
信
を

持
っ
て
、
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け

10周年を祝い
あいさつを述べる戸港校長

て
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
、
来
賓
の
斎
藤
博
副

知
事
と
佐
々
木
市
長
が
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
出
席
者
達
は
校
内
の

施
設

・
設
備
等
を
視
察
し
て
、
青

森
県
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
機
構
の

重
要
な
拠
点
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
る
同
校

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
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心
か
ら
わ
び
る
背
骨
は
二
回
鳴
り
 

一
 
策
 

本
心
が
転
が
り
出
し
た
酒
の
席
 

あ
き
を
 

一
一代
目
に
父
の
功
績
高
す
ぎ
る
 

ぶ
ん
じ
 

ダ
ム
か
れ
て
父
の
ふ
る
里
浮
き
あ

が
る
 
峰
 

荷
が
つ
い
て
実
感
わ
い
た
新
世
帯
 

す
み
子
 

行
商
の
母
は
軽
々
荷
を
捌
き
 

仁
 
丸
 

母
か
ら
の
小
包
み
小
言
そ
っ
と
居

る
 
雨
 

読
 

◇
広
報
十
月
一
日
号
の
表
紙
及
び

二
、
三
頁
の
写
真
撮
影
は
、
越
谷

喜
明
氏
（
市
内
神
山
）
に
よ
る
も

の
で
す
。
 

平成6年11月15日 6 

川 

川
柳
岩
木
吟
社
 

農
林

水
産
業

の
振

興
発
展
に

貢
献
 

五
所
川
原
市
 

新
農
林
水
産
業
賞
 

表
彰
式
 

本
年
新
た
に
制
定
さ
れ
た
「
五
所
川
原
市
新
農
林
水
産
業
賞
」
は
、
 

永
年
に
わ
た
り
農
林
水
産
業
に
精
励
し
、
そ
の
技
術
、
経
営
管
理
が

他
の
模
範
で
あ
る
も
の
や
、
農
林
水
産
業
に
関
す
る
研
究
、
指
導
及

び
共
同
事
業
の
推
進
等
に
努
め
、
市
の
農
林
水
産
業
の
振
興
発
展
に

著
し
く
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
又
は
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
記
念

す
べ
き
第
一
回
の
表
彰
式
が
十
月
三
十
一
日
、市
長
公
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

伊
 
藤
 
博
 
治
氏
 

（
六
十
八

歳
）
 

市
内
俵
元
字
松
代
四
六
 

多
年
に
わ
た
り
家
業
の
農
業
経
営
に
精
励
す
る
か
た
わ
ら
俵
元
転

作
組
合
長
を
は
じ
め
数
多
く
の
要
職
を
歴
任
し
、
ま
た
干
し
も
ち
を

市
農
産
物
加
工
特
産
品
と
し
て
確
立
さ
れ
、
地
域
農
業
の
発
展
向
上

に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
五
所
川
原
市
転
作
集
団
連
絡
協
議
会
の

設
立
以
来
会
長
と
し
て
各
転
作
組
合
の
連
携
と
育
成
強
化
を
図
り
、
 

小
麦
の
振
興
と
団
地
化
を
推
進
し
農
家
所
得
の
向
上
に
努
力
さ
れ
、
 

転
作
営
農
及
び
本
市
農
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

,
 和

田
山

蘭
の

遺
墨

h
 

二
十

五
点
を

市
に

寄
贈

ー
 

山
蘭
の
ニ男
・
和
田
 
現
さ
ん
 

青
森
市
浪
打
に
お
住
ま
い
の
書
 

遺
墨
二
十
五
点
（
半
切
十
二
点
、
 

家
、
和
田
現
さ
ん

（7
9）
は
、
十
 

色
紙
五
点
、
短
冊
二
点
、
扉
風
一1
1
 

月
二
十
一
日
、
父
和
田
山
蘭

（
歌
 

点
、
小
口
聖一点
）
を
市
に
寄
贈
し
 

人
・
五
所
川
原
市
松
島
出
身
）
の
 

ま
し
た
。
 

贈
呈
式
で
は
、
澄
子
夫
人
か
ら

佐
々
木
市
長
に
遺
墨
寄
贈
目
録
が

手
渡
さ
れ
、
佐
々
木
市
長
は
「
貴

重
な
遺
墨
は
市
の
大
切
な
財
産
と

し
て
大
事
に
保
存
し
、
文
化
の
振

興
に
役
立
て
ま
す
」
と
お
礼
の
こ

と
ば
を
述
べ
、
感
謝
状
と
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。
 

寄
贈
さ
れ
た
遺
墨
は
市
歴
史
民

俗
資
料
館
に
保
管
さ
れ
、
 一
部
展

示
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

 

曾
」
息
 

 

  

の
花
か
ご
）

I

つ
も
あ
り
が
と
2
」
ざい
ま
す
 

＠
市
へ
 

〇
東
北
電
力
囲
五
所
川
原
営
業
所
（
藤
田
亮
平
所長
）
H
自
動
点
 

滅
器
四
十
基
。
 

〇
石
黒
亮
一
さ
ん
（
本
町
四
八
）
目
市
の
花
「
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
」
 

の
写
真
他
数
点
。
 

＠
教
育
振
興
会
へ
 

〇
秋
田
チ
セ
さ
ん
（
ー
ッ
谷
一
五
七
ー
三
）
H
十
万
円
。
 

＠
社
会
福
祉
へ
 

〇
囲
中
三
五
所
川
原
店
H
傘
他
十
四
点
。
 

,
 

佐々木市長に目録を手渡す澄子夫人 

五
所
川
原
市

新
農
林
水
産
業
賞表
彰
式

本
年
新
た
に
制
定
さ
れ
た
「
五
所
川
原
市
新
農
林
水
産
業
賞
」
は
、

永
年
に
わ
た
り
農
林
水
産
業
に
精
励
し
、
そ
の
技
術
、
経
営
管
理
が

他
の
模
範
で
あ
る
も
の
や
、
農
林
水
産
業
に
関
す
る
研
究
、
指
導
及

び
共
同
事
業
の
推
進
等
に
努
め
、
市
の
農
林
水
産
業
の
振
興
発
展
に

著
し
く
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
又
は
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
記
念

す
べ
き
第
一
回
の
表
彰
式
が
十
月
三
十
一
日
、
市
長
公
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

{予

藤

省サ
E'Ea 

(
六
十
八
歳
)
治
氏

市
内
依
元
字
松
代
間
六

多
年
に
わ
た
り
家
業
の
民
業
経
営
に
村
励
す
る
か
た
わ
ら
俵
元
転

作
組
合
長
を
は
じ
め
数
多
く
の
要
職
を
歴
任
し
、
ま
た
干
し
も
ち
を

市
農
産
物
加
工
特
産
品
と
し
て
確
立
さ
れ
、
地
域
農
業
の
発
展
向
上

に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
五
所
川
原
市
転
作
集
団
連
絡
協
議
会
の

設
立
以
来
会
長
と
し
て
各
転
作
組
合
の
連
携
と
育
成
強
化
を
図
り
、

小
麦
の
振
興
と
同
地
化
を
推
進
し
農
家
所
得
の
向
上
に
努
力
さ
れ
、

転
作
常
民
及
び
本
市
農
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

和
田
山
蘭

の
遺
墨

l

i

-

-

二
十
五
点
を
市
に
寄
贈

あ
き
ら

山
蘭
の
二
男

・

和

田

現

さ

ん

青
森
市
浪
打
に
お
住
ま
い
の
詐
造
量
二
十
五
点
(
半
切
十
二
点、

家
、
和
川
現
さ
ん
(
乃
)
は
、
十
色
紙
五
点
、
短
冊
二
点
、
扉
風
三

刀
二
十

一
日
、
父
和
町
山
間

(
歌
点
、
小
口
町
三
点
)
を
市
に
寄
贈
し

人

・
五
所
川
原
市
松
山
川
出
身
)
の
ま
し
た
。

附口
正
式
で
は
、
澄
子
夫
人
か
ら

佐
々
木
市
長
に
辿
思
一
寄
贈
目
録
が

手
渡
さ
れ
、
佐
々
木
市
長
は
「
古

重
な
遺
墨
は
市
の
大
切
な
財
産
と

し
て
大
事
に
保
存
し
、
文
化
の
振

興
に
役
立
て
ま
す
」
と
お
礼
の
こ

と
ば
を
述
べ
、
感
謝
状
と
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
造
量
は
市
歴
史
民

俗
資
料
館
に
保
管
さ
れ
、

一
部
展

示
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

佐々木市長に目録を手渡す澄子夫人

善
意
の
花
か
ご

ー

ど
う
も
あ
り
が
と
う
、
」
ざ
い
ま
す

。
市
へ
O
東
北
電
力
附
五
所
川
原
営
業
所

滅
器
四
十
基
。

O
石
黒
亮
一
さ
ん

(
本
町
四
八
)
日
市
の
花
「
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
」

の
写
真
他
数
点
。

@
教
育
振
興
会
へ

O
秋
田
チ
セ
さ
ん

(
一
ッ
谷

一
五
七
二
ニ
)
川
十
万
円
。

。
社
会
福
祉
へ

O
M問
中
三
五
所
川
原
庖

H
傘
他
十
四
点
。

(
藤
田
亮
平
所
長

)
H自
動
点

圃

6 

層別川柳
岩
木
吟
社
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心
か
ら
わ
び
る
背
什
は
ニ
同
鳴
り

一

策

本
心
が
転
が
り
山
し
た
刑
の
席
あ
き
を

二
代
目
に
父
の
功
結
高
す
ぎ
る
ぶ
ん
じ

ダ
ム
か
れ
て
父
の
ふ
る
里
浮
き
あ

が

る

峰

荷
が
つ
い
て
実
感
わ
い
た
新
世
帯

す
み
子

行
商
の
母
は
軽
々
荷
を
捌
き仁

ヌL

母
か
ら
の
小
包
み
小
一言
そ
っ
と
居

る

雨

読

。
広
報
十
月

一
日
号
の
表
紙
及
び

二
、
三
頁
の
写
真
撮
影
は
、
越
谷

喜
明
氏
(
市
内
神
山
)
に
よ
る
も

の
で
す
。



)
 

町
内
の
踊
り
好
き
の
人

が
集
ま
っ
て
会
を
作
り
ま

し
た
。
昭
和
互
ト
三
年
の

こ
と
で
す
。
は
じ
め
は
民

謡
の
手
踊
り
が
主
で
し
た
が
、
今
で
は
若
柳
流
へ
と
、
 

日
本
舞
踊
が
主
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

四
十
代
か
ら
六
十
代
ま
で
、
十
七
人
の
メ
ン
バ

ー
 

は
、
昼
は
農
業
、
夜
は
週
に
一
度
、高
野
文
化
セ
ン

タ
ー
で
の
踊
り
の
け
い
こ
に
出
か
け
ま
す
。
 

踊
り
の
発
表
は
、今
年
で
三
十
年
間
続
い
て
い
る
、
 

七
和
地
区
の
敬
老
会
と
か
、
地
区
の
老
人
交
通
安
全

教
室
、
青
山
荘
の
慰
問
な
ど
、
地
区
の
老
人
達
と
の

交
流
会
の
と
き
で
す
。
敬
老
会
で
は
、
会
員
手
づ
く

り
の
、
「け
の
汁
」
な
ど
も
出
て
、
お
年
寄
り
達
は
、
 

こ
の
日
を
一
番
楽
し
み
に
し
て
待
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
 

こ
の
他
、
年
に
一
度
、会
員
の
夫
達
を
招
待
、
夫

達
か
ら
大
き
な
拍
手
を
い
た
だ
く
の
も
踊
る
張
り
合

い
の
ひ
と
つ
と
か
。
 

「生
活
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
衣
装
を
縫
っ
た

り
、
小
物
を
揃
え
た
り
、
と
発
表
会
が
あ
る
度
、
ワ

ク
ワ
ク
す
る
ん
で
す
よ
」
と
会
長
の
今
サ
カ
エ
さ
ん
 

「踊
り
も
、
仕
事
も
、
地
区
の
人
も
、
み
ん
な
。
 

わ
し
く
し
て
い
き
た
い
」
と
明
る
く
話
し
て
い
ま
し
 

訪問に昌： "74りI"I' 
偏＠)l万「回町I勺 

「お
年
寄
り
と
仲
よ
く
」
 

勢ぞろい。（これから舞台へ） 
七
和
地

区
高
野
・

す
み
れ

会
 

敬老会での発表 

え 

「
力
ラ
タ
チ

」
 

（
唐
橘）
 

‘
、
・・ー

 

ん
 

【
 
さ
 

ー
ー

‘
、
 

サ

ー
 

，
 
一

「
一．
 
ベ
 フ

町
 

‘

か
か
 
畑
 

》
、
 

ユ
月
 

孫
が
生
ま
れ
た
と
き
、
種
で
植
え
た
も
の
で
す
が
、
も
う
十
六
、
 

七
年
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
ず
い
ぶ
ん
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
 

五
月
頃
に
咲
く
白
い
小
さ
な
花
は
、
と
て
も
香
り
が
い
い
ん
で
す

よ
。
秋
に
つ
け
る
小
さ
な
実
も
可
愛
い
い
で
す
ね
。
生
で
食
べ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
綿
毛
の
よ
う
な
手
ざ
わ
り
と
、
香
り
が
な
ん

と
も
言
え
ま
せ
ん
ね
。
 

日
当
た
り
の
い
い
と
こ
ろ
な
ら
、
寒
い
地
方
で
も
、
こ
う
し
て
充

分
育
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
ね
。
 

力ラタチ 
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「
カ
ラ
タ
チ
」

(唐
摘
)

前田フサさん
(田町)

-"<. 

係
が
生
ま
れ
た
と
き
、

mm
で
仙
え
た
も
の
で
す
が
、
も
う
卜ぃ
ハ
、

七
年
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
、
ず
い
ぶ
ん
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

バ
ハ
凶
に
咲
く
れ
い
小
さ
な
花
は
、
と
て
も
作
り
が
い
い
ん
で
す

よ。

秋
に

つ
け
る
小
さ
な
実

ι吋
愛
い
い
で
す
ね
。
乍
で
食
べ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
制
τ
じ
の
よ
う
な
予
ざ
わ
り
と
、
作
り
が
な
ん

と
も
ペ
え
ま
せ
ん
ね
。

ハ
中
I
た
り
の
い
い
と
こ
ろ
な
ら
、
本
い
地
万
で
も
、

分
育

っ
て
く
れ
る
ん
で
す
ね
。

こ
う
し
て
い先カラタチ

7 、I'.}，)(6 ij'-llJJ 1511 



全国から約千人が参加したシンポジウム 

津
軽
半
島

活
性
化

へ
向
け
 

熱
気

あ
ふ
れ
る

意
見
交
換
 

半
島
活

性
化
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

9
4
 n
津
軽
 

半
島
振
興
法
の
 

延
長
を
求
め
る
 

青
森
県
半
島
振
興
対
策
促
進
大
会
 

平成 6年11月15日 8 

十
月
二
十
日
、
ふ
る
さ
と
交
流

圏
民
セ
ン
タ
ー
で
、
国
土
庁
、
青

森
県
、
津
軽
半
島
活
性
化
シ
ン
ポ
 
 

ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

（
会長
・
佐

々
木
市
長
）
主
催
の
「
半
島
活
性

化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
9
4i
n
津
軽
」
 

が
全
国
二
十
三
カ
所
の
半
島
地
域

行
政
担
当
者
の
ほ
か
、
県
内
各
地

か
ら
約
千
人
の
参
加
者
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

開
会
式
で
は
、
小
峰
隆
夫
国
土

庁
長
官
官
房
審
議
官
、北
村
知
事

の
あ
い
さ
「
に続
き
、
佐
々
木
市

長
が
「
津
軽
半
島
は
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
、
歴
史
的
遺
産
や
伝
統

芸
能
な
ど
魅
力
的
な
資
源
を
数
多

く
有
し
て
お
り
ま
す
。
半
島
活
性

化
の
方
策
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
半

島
地
域
の
新
た
な
振
興
推
進
の
契

機
と
な
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
な
れ

ば
幸
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と

あ
い
さ
「
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
小
泊
村
出
身
の
フ

オ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
三
上
寛
さ
ん
が
 

「
つ
が
る
半
島
を
喋
る
5
海
売
千

風
5
」
の
テ
ー
マ
で
記
念
講
演
を

し
、
こ
の
あ
と
菅
勝
彦
東
奥
日
報
 

祖
論
説
委
員
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
 

ー
に
パ
ネ
ル
＆
フ
ロ
ア
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
「半
島
元
気
L
I
F
E
」
 

が
行
わ
れ
、
東
京
・
銀
座
で
「
一
元

祖
い
か
す
く
い
大
会
」
を
開
催
し

た
風
間
浦
村
の
駒
嶺
剛
一
さ
ん
、
 

「雪
国
地
吹
雪
体
験
ツ
ア
ー
」
を

企
画
し
た
金
木
町
の
角
田
周
さ
ん
、
 

市
内
金
山
に
て
「
津
軽
金
山
焼
」
 

の
門
下
生
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

シ
ヤ
ロ
ン

・
ケ
リ
ー
さ
ん
、
市
浦

村
で
「
食
事
処
練
御
殿
」
を
営
む

古
川
政
幸
さ
ん
の
四
人
の
パ
ネ
ラ
 

ー
が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
小
峰
隆

夫
国
土
庁
長
官
官
房
審
議
官
と
と

も
に
半
島
活
性
化
の
在
り
方
や
方

策
な
ど
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
し
、
ま
た
会
場
か
ら
も
「
も
 

「
け
と
い
ふ
り
こ
ぎ
が
少
な
く
な
 

「
た
。
も
「
け
に
な
っ
て
元
気
を

取
り
戻
そ
う
」
 
「津
軽
に
は
力
士

が
多
い
。
相
撲
博
物
館
を
「
く
つ

た
ら
ど
う
か
」
な
ど
の
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
、
有
意
義
な
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
 

昭
和
六
十
一
年
に
制
定
さ
れ
た

半
島
振
興
法
に
よ
り
、
半
島
振
興

対
策
実
施
指
定
地
区
と
し
て
指
定

さ
れ
た
津
軽
半
島

（
一市
七
町
九

村
）
と
下
北
半
島

（
一市
六
町
五

村
）
が
、
来
年
三
月
、
振
興
法
の

十
年
目
の
期
限
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
青
森
県
と
、
津
軽
半
島
振
興

対
策
促
進
協
議
会
会
長
、
佐
々
木

柴
造
五
所
川
原
市
長
と
、
下
北
半

島
振
興
促
進
協
議
会
会
長
、
杉
山

粛
む
つ
市
長
は
、
十
月
ニ
十
日
、
 

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
で
 
 

青
森
県
半
島
振
興
促
進
大
会
を
開

き
、
半
島
振
興
法
の
延
長
を
求
め

る
決
議
案
を
採
択
し
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
関
係
者
約
四
百
人
が

参
加
し
、
北
村
知
事
、
佐
々
木
市

長
の
あ
い
さ
「
に
続
き
、
下
北
半

島
振
興
促
進
連
絡
協
議
会
副
会
長

の
小
坂
郁
夫
野
辺
地
町
長
が
「
半

島
振
興
法
を
延
長
し
、今
後
更
に
、
 

半
島
振
興
対
策
の
充
実

・
強
化
を

図
る
」
と
の
決
議
案
を
朗
読
し
、
 

満
場
一
致
で
半
島
振
興
法
の
延
長

を
採
択
し
ま
し
た
。
 半島振興法の延長に向け

気勢を上げる参加者達 
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'"、 mr噌・
半 年 lエ
号営化
伝?ヘ
化心、市1

i2丹
、:-:; ニe::.

な凡たが取っつ・ヨ 策 も六 1 ~l・ 村 シの 市 企「た1':1 1 がツ|社 ノ Eヨ
りがら多りたけ・ンなに IEIが 川 でヤ川 I}'.I画勺凪い行シに論 r'7 I-W、
ま山どい戻。としど 、1"J: 、政「ロ下金しい:1rgjかわヨハ説 ; Eヨ
じさう 。そもい・、に ，Cjl-i'ア幸食ン生 111た 地 捕すれンネ委 ム写F

宍科TFZす:芝♂;2骨ぷ完走ふと与案型公ふえf宣言 '94宗
有な博「にこ ・会て 化 官イの 鯨げて~ IUr体 駒大点勺フコ i A 
意ど物津なぎ・場 デの }Jjザ 阿 佐J1?1 市津の験嶺会 ・2 ロ 1 .~ in': 
義の館 11.珪つがかイイJ:緋 |人殿fさ蹴 I降角ツ liojlj~安~~ ;""アデ n m. 
な祈をにて少らスり議のの~ "んし 金 ITfアーを出 γ デイ 岳 J~ミ
一発つは元なもカノJ官小パを、て 山 芦1 1 さ Ij刊で tLィネ J手
なく力気く「ツやと峰ネ常市い焼さ」ん併「乙ス l 事茎
と意つ士をなも・シノゴと隆ラむ捕る」人〈を 、しノ己 P ヵタ 十工

半
島
振
興
法
の
延
長
を
求
め
る

8 、lえ1&6 !J.I 1)] 1511 

青
森
県
半
島
振
興
対
策
促
進
大
会

ジ
ウ
ム
尖
行
委

H
会
(
会
長

・
佐

々
木
山
長
)
七
仰
の
「
平
品
活
性

化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
似

1
n
津
軽
」

が
A
K
凶
三
十

A

二
カ
所
の
平
山
地
域

行
政
判
官
1
者
の
ほ
か
、
山
内
各
地

か
ら
約
千
人
の
参
加
行
の
も
と
開

併
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
小
峰
降
夫
同
k

げ
長
山
刊
行
肘
審
議
行
、
北
村
知
引

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
佐
々
木
市

長
が
「
津
軽
半
品
は
丘
か
な
白
然

に
恵
ま
れ
、
断
史
的
辿
産
や
伝
統

ぷ
能
な
ど
魅
力
的
な
資
源
を
数
多

く
布
し
て
お
り
ま
す
。
半
島
活
性

化
の
み
策
等
に
つ
い
て
立
見
交
換

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
半

μ地
域
の
新
た
な
振
興
推
進
の
契

機
と
な
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
な
れ

ば
幸
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
小
泊
村
山
身
の
フ

ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
一ニ
上
究
さ
ん
が

「つ
が
る
半
品
を
喋
る

1
海
・空
・

凪
tJ」
の
テ
l
マ
で
記
念
講
演
を

し
、
こ
の
あ
と
作
勝
彦
東
奥
H
報

昭
和
六
十

一
年
に
制
定
さ
れ
た

平
山
振
興
法
に
よ
り
、
平
山
振
興

刻
策
山
犬
施
指
定
地
区
と
し
て
指
定

さ
れ
た
津
軽
平
向
(
一
山
じ
町
九

村
)
と
下
北
平
山
(

a

山
L

ハ
町
五

村
)
が
、
来
年
一二
川
、
振
興
法
の

十
年
円
の
期
限
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
青
森
県
と
、
津
純
平
山
振
興

対
策
促
進
協
議
会
会
長
、
佐
々
木

栄
造
五
所
川
原
市
長
と
、
下
北
半

品
振
興
促
進
協
議
会
会
長
、
杉
山

崩
む
つ
市
長
は
、
十
月
A

一十

μ
、

ふ
る
さ
と
交
流
岡
氏
セ
ン
タ
ー
で

十
バ
-
-
十
日
、
ふ
る
さ
と
交
流

凶
民
セ
ン
タ
ー
で
、
川
上
庁
、
山

森
県
、
作
純
平
れ
川
市
性
化
シ
ン
ホ

市
森
山川市
r
Jい
川
町
悦
興
促
進
大
会
を
聞

き
、
平
山
振
興
法
の
延
長
を
求
め

る
決
議
案
を
採
択
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
凶
係
者
約
四
円
人
が

参
加
し
、
北
村
知
事、

佐
々
木
山

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
下
北
半

'M似
興
促
進
辿
絡
協
議
会
副
会
長

の
小
阪
郁
夫
野
辺
地
町
長
が
「
半

山
振
興
法
を
延
長
し
、今
後
一史
に
、

半
山
振
興
対
策
の
充
実

・
強
化
を

凶
る
」
と
の
決
議
案
を
朗
読
し
、

満
場

一
致
で
半
白
振
興
法
の
延
長

を
採
択
し
ま
し
た
。

全国から約千人が参加したシンホジウム

闘
つ
が
る
半
自
国
を
踊
る

魯準

半島活性化シンポジウム'94Ca)輝雄
~つ己完6t売Jf1222F-つ古宅P風~

-ー

j 
半島振興法の延長に向け

気勢を上げる参加者達



一ご利用ください一 

交通遺児等 
育成資金制度 

利用できる方 自動車事故で保護者

を亡く された子イ共、 または、 重度

後遺障害者（自賠責保険の 味ル～ 

三叔支） に認定された方の子供を現

在扶養している保護者 

対象者 0 歳からIII学卒業までの r 

f共 

申し込み者 子イ共をI夫養し ぐいる保 

Iii‘者 

貸付金額 

時 金 149,000円 

J1 	;ri 19,000円 

人学支度金 42,000円（小沖学校入学時I 

返済方法 最終学校卒業後、害廿賦（1」 

賦・半年賦・年」斌） による20年以

内の比尺撃返済 

※自動車事故により、頭部または脊髄に損傷

を受け、常時介護を必要とする重度後遺障害

者に対しては、介護料支給制度 tJあります。 

一お気軽にお間い合わせくださいー 

間い合わせ先 

5 030 青森市大字浜田字豊111139-21 

白動車事故対策センター青森支所

廿 0177-39-0551 

い
つ
ま
で
も

仲
良

く
お
元

』
丸で
 

平
成
六年
度
 
市
合
同
金
婚
式
 

ら
れ
た
四
ト
八
組
の
ご
夫
婦
の
皆
 

顕彰状を贈られる嵯峨さんこ夫婦 

統
計

思
想
の
 

普
及
啓
発
を
 

第
三
十
三
回
青

森
県
統
計
大

会
 

十
月
十
九
日
、
ふ
る
さ
と
交
流

圏
民
セ
ン
タ
ー
で
青
森
県
、
五
所

川
原
市
、
青
森
県
統
計
協
会
主
催

の
第
三
十
三
回
青
森
県
統
計
大
会

が
約
六
百
人
の
参
加
者
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
斎
藤
博
副
知
事
、
 

佐
々
木
市
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ

た
あ
と
、
統
計
調
査
に
功
労
の
あ

っ
た
三
十
五
団
体
と
個
人
百
七
十

八
人
に
各
省
庁
、
県
知
事
、
県
統

計
協
会
な
ど
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
を
代
表
し
て
五
所
川
原

市
統
計
調
査
員
の
野
呂
股
文
さ
ん

が
「
今
回
の
受
賞
で
職
務
の
重
要

性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
今
後
も

一
層
の
研
さ
ん
を
積
み
努
力
し
ま

す
い
と
謝
辞
を
述
べ
、
統
計
思
想

の
普
及
啓
発
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

当
市
の
受
賞
者
、
団
体
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

＠
各
省
庁
表
彰
 

▽
文
部
大
臣
表
彰
廿
市
立
栄
小

学
校

（
学校
基
本
調
査
）
、市
立
中

央
小
学
校
（
学
校
保
健
統
計
調
査
）
 

▽
通
商
産
業
大
臣
表
彰
廿
興
慎

メ
リ
ヤ
ス
株
式
会
社
五
所
川
原
工

場
（
生
産
動
態
統
計
調
査
）
 

＠
青
森
県
知
事
表
彰
 

▽
青
森
県
統
計
功
績
者

（
統計

調
査
員
）
表
彰
廿
野
呂
股
文
さ
ん
 

（川
端
町
）
、石
田
み
つ
子
さ
ん
（
雛

田
）
、町
屋
て
つ
さ
ん
（
み
ど
り
町
 

一
r目
）
 

＠
青
森
県
統
計
協
会
会
長
表
彰

▽
青
森
県
統
計
協
会
功
労
者
 

（団
体
）
表
彰
廿
五
所
川
原
市
 

市
で
は
十
月
二
十

一
日
、
市
中

央
公
民
館
で
結
婚
五
十
年
を
迎
え
 

さ
ん
を
祝
福
す
る
合
同
金
婚
式
を

開
き
ま
し
た
。
 

式
典
で
、
佐
々
木
市
長
は
 
「ご

夫
婦
が
お
互
い
い
た
わ
り
合
い
ご

家
庭
を
円
満
に
築
き
、
子
弟
の
養

育
に
い
そ
し
み
、
そ
し
て
地
域
の

振
興
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら

も
、
幸
せ
多
い
日
々
で
あ
り
ま
す

よ
う
に

ー
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
、
出
席
者
を
代
表
し
て
嵯
峨

幸
三
郎
さ
ん
・
テ
イ
さ
ん
夫
婦
（川

端
町
）
に
顕
彰
状
と
記
念
品
を
贈
 
 

り
ま
し
た
し
 

来
賓
祝
辞
に
続
き
嵯
峨
さ
ん
が
 

「夫
婦
と
も
ど
も
健
康
に
留
意
し
、
 

地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
 

ま
た
、
中
谷
亮

一
さ
ん
・
ツ
ョ

さ
ん
夫
婦

（飯
詰
）
が
「
結
婚
五

十
年
の
あ
ゆ
み
」
と
題
し
て
、
結

婚
し
た
戦
争
中
の
昭
和
十
九
年
か

ら
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
人

生
を
語
り
、
出
席
者
に
深
い
感
銘

を
与
え
ま
し
た
。
 

県統計功績者知事表彰を受ける野呂殿文さん 
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統
計
思
想
の

i

l

J

「
l

l

普
及
啓
発
を
L

第
三
十
三
回
青
森
県
統
計
大
会

受
賞
者
を
代
表
し
て
五
所
川
原

市
統
計
調
査
員
の
野
呂
殿
文
さ
ん

が
「
今
回
の
受
賞
で
職
務
の
重
要

刊
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
今
後
も

一一
層
の
研
さ
ん
を
松
み
努
力
し
ま

す
己
と
謝
砕
を
述
べ

、
統
計
思
忽

の
普
及
件
発
を
汗
い
A
n
い
ま
し
た
。

当
市
の
受
賞
者
、
団
体
は
次
の

と
お
り
で
す
。

。
各
省
庁
表
彰

マ
文
部
大
臣
表
彰
l
市
立
栄
小

学
校

(学
校
基
本
調
査
)、
市
立
中

央
小
学
校
(学
校
保
健
統
計
調
査
)

マ
通
商
産
業
大
臣
表
彰

l
興
偵

メ
リ
ヤ
ス
株
式
会
社
五
所
川
原
工

場

(生
産
動
態
統
計
調
査
)

。
青
森
県
知
事
表
彰

マ
青
森
県
統
計
功
績
者

(統
計

調
査
員
)
表
彰
H
H
野
呂
殿
文
さ
ん

(川
端
町
)、石
田
み
つ
子
さ
ん
(雛

田
)、
町
屋
て

っ
さ
ん

(み
ど
り
町

一
「
円
)

。
青
森
県
統
計
協
会
会
長
表
彰

マ
青
森
県
統
計
協
会
功
労
者

(団
体
)
表
彰

1
五
所
川
原
市

ト
バ
ト
九
日
、
ふ
る
さ
と
交
流

圏
民
セ
ン
タ
ー
で
白
川
森
県
、
丘
所

川
原
市
、
庁
森
県
統
計
協
会
主
催

の
第
-
4
a

卜
A

-

a

同
庁
森
県
統
計
大
会

が
約
六
行
人
の
参
加
行
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
斎
雌
昨
副
知
呪
、

佐
々
木
市
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ

た
あ
と
、
統
計
調
査
に
功
労
の
あ

っ
た
三
十
五
団
体
と
個
人
百
七
卜

八
人
に
各
省
庁
、
県
知
いや
、
県
統

計
協
会
な
ど
か
ら
表
彰
状
が
州
ら

れ
ま
し
た
。

県統計功績者知事表彰を受ける野呂殴文さん

=ご利用ください=
ズ云ミ菌、:ft-1.日盤52
::.x..~J..主主ノ』 τ才

育成資金制度
利用できる方 自動車事故で保護身

を亡くされた子供、または、重度

後遺障害者(自賠責保険のーイ必~

二三級)に認定された方の子供 を現

在扶養し ている保護者

対象者 Oi授から中学卒業までの子

f共

申し込み者

護者

貸付金額

. 11:予てit149，000円

月喜11 19，000円
入学支度合 42，000円 (小・中学校入学的)

返済方法 厳終学校卒業後、割賦(月

JI武・半年)1武・年Jl武)による20年以

内の助等返済

※自動率引放により、頭音11または脊髄に紅11為

を受け、常時介護を必要とする震度後遺陣容

行に対しでは、介議料支給制度もあります。

ーお気s降にお問い合わせください =

問い合わせ先

〒030青森市大学浜印字主主凹139-21

自動市事故対策センタ -u森支所
ft 0177-39-0551 

子供を扶養している保

い
つ
ま
で
も
仲
良
〈
お
元
気
で

市
合
同
金
婚
式

ら央
れ公市
た民で
jJC]長官 は
|ーで ト
八手吉月
組踊 二
の丘卜

H 失年日
!K，!} を
の迎市
皆え中

平
成
六
年
度

顕彰状を贈られる嵯峨さんζ夫婦

さ
ん
を
祝
福
す
る
合
同
金
婚
式
を

聞
き
ま
し
た
。

式
典
で
、
佐
々
木
市
長
は
「
ご

夫
婦
が
お
互
い
い
た
わ
り
合
い
ご

家
庭
を
円
満
に
築
き
、
子
弟
の
養

育
に
い
そ
し
み
、
そ
し
て
地
域
の

振
興
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら

も
、
幸
せ
多
い
日
々
で
あ
り
ま
す

よ
う
に

l
d
と
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
、
出
席
省
を
代
表
し
て
嵯
峨

幸
三
郎
さ
ん
・
テ
イ
さ
ん
夫
婦
(川

端
町
)
に
顕
彰
状
と
記
念
品
を
贈

り
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
に
続
き
嵯
峨
さ
ん
が

「
夫
耐
と
も
ど
も
健
康
に
留
意
し
、

地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
己
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。ま

た
、
中
谷
亮

一
さ
ん

・
ツ
ヨ

さ
ん
夫
婦

(飯
詰
)
が
「
結
婚
五

ト
年
の
あ
ゆ
み
」
と
題
し
て
、
結

航
し
た
戦
争
中
の
昭
和
十
九
年
か

ら
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
人

生
を
語
り
、

出
席
省
に
深
い
感
銘

を
与
え
ま
し
た
。

平成611'.11月15日9 



「わ

・
五
所
川
原
会
」
 

に
ぎ
や
か
に

開
催
 

藍
）
髪議
護
 

五
所
川
原
市
立
高
等
看
護
学
院

学
院
祭
実
行
委
員
会
（
高
満
タ
力

委
員
長
）
で
は
十
月
二
十
九
、
三

十
日
の
両
日
、
働
く
婦
人
の
家
を

会
場
に
 
「心
の
か
け
は
し
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た
第
四
回
看
学

祭
を
開
催
し
、
大
勢
の
市
民
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

会
場
に
は
血
圧
、
握
力
、
視
力
 

「旭
伽加
嘘
鷲
欝
鱗
繊
織
 

 

あなたの健康度は？ 
「健康チェックコーナー」 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
 

簡
易
保
険
加
入
者
協
会
青
森
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
主
催
の
寝
た
き
り

に
な
っ
た
と
き
困
ら
な
い
た
め
の

介
護
と
寝
た
き
り
に
さ
せ
な
い
保

健
教
室
が
十
月
二
十
三

m
、
約
百

名
の
受
講
者
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
 

認
騒

麟
麓
 

ザ
劇
」
では
看蕪
競
 

r
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寝たきりは寝かせきりから 
介護と保健教室開催 

東
京
都
中
央
区
銀
座
五
丁
目
の
 

「
ワ
シ
ン
ト
ン
ア
ー
ト
」
 
を会
場

に
、
十
月
二
十
二
日
、
首
都
圏
で

活
躍
中
の
五
所
川
原
出
身
者
で
結

成
し
て
い
る
「
わ

・
五
所
川
原
会
」
 

（山
本
和
夫
会
長
）
の
平
成
六
年

度
総
会
が
、
約
百
五
十
人
の
出
席

者
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

総
会
に
は
、
佐
々
木
市
長
、
石

岡
議
会
議
長
、
小
山
内
助
役
、
川

村
商
工
会
議
所
会
頭
ら
も
出
席
し
、
 

会
場
は
、
五
所
川
原
が
そ
っ
く
り

銀
座
に
移
行
し
た
か
の
よ
う
な
、
 

津
軽
弁
に
花
が
咲
く
に
ぎ
や
か
な

総
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

 

市の特産品が当たるビンゴゲーム 

 

山
本
会
長
は
「
こ
う
し
て
ま
た

皆
さ
ん
と
お
目
に
か
か
れ
て
幸
福

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
親
睦
を
深
め
、
こ

e
会
が
若
い

人
の
た
め
に
な
る
よ
う
継
続
、
発

展
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
 
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

「わ

・
五
所
川
原
会
」
 
は
、五

所
川
原
出
身
者
が
親
睦
を
深
め
、
 

故
郷
を
語
り
、
ふ
る
さ
と
発
展
の

た
め
に
協
力
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
昨
年
十

一
月
に
発
足
し
た
も

の
で
、
会
員
も
二
百
人
を
超
え
て

い
ま
す
。
 

【
 

な
ど
を
測
定
す
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク

コ
ー
ナ
ー
や
学
生
自
主
製
作
ビ
デ

ォ
放
映
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
ほ
か
、
 

三
角
布
を
使
っ
た
簡
単
な
応
急
手

当
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
二
十
九
日
に
は
青
龍
寺
 

（
青森
市
・
戸
崎
）
の
織
田
隆
玄

氏
が
 
「明
る
く
生
き
よ
う
」
 
をテ
 

ー
マ
に
、
翌
三
十
日
に
は
専
門
学

校
学
生
の
滝
野
沢
直
子
さ
ん
が
「私

の
歩
い
た
道
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

を
し
、
会
場
を
訪
れ
た
市
民
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
 

し
た
。
 

健
康
ァ
ド
バ
イ
ザ
ー
の
相
馬
ふ

さ
豆
氏
に
よ
り
 
「必
ず
通
る
老
い

の
道
」
 
と
題
した
講
演
の
後
、
保

健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

説
明
と
、
昼
食
を
教
材
と
し
た
栄

養
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

午
後
か
ら
は
、
西
北
中
央
病
院

看
護
部

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
寝
か
せ
き
り

に
し
な
い
た
め
の
わ
か
り
や
す
い

介
護
の
 
「寸
劇
」
ゃ
、
「
お
し
り
関

係
さ
っ
ぱ
り
法
」
な
ど
の
実
技
指

導
が
行
わ
れ
、
受
講
し
た
皆
さ
ん

は
メ
モ
を
取
る
な
ど
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

会の発展を祝ってバンザイ三唱 

わ

五
所
川
原
会
」

• に
ぎ
や
か
に
開
催

点
京
都
中
央
区
銀
座
五
了
目
の

「ワ
シ
ン
ト
ン

ア
l
卜
」
を
会
場

に
、
卜
月
二
卜
二
日
、
首
都
圏
で

活
蹴
中
の
五
所
川
原
山
身
有
で
結

成
し
て
い
る
「
わ

・
五
所
川
原
会
」

(山
本
和
夫
会
長
)
の
予
成
六
年

度
総
会
が
、
約
百
五
十
人
の
出
席

省
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
佐
々
木
市
長
、
石

岡
議
会
議
長
、
小
山
内
助
役
、
川

村
商
工
会
議
所
会
頭
ら
も
出
席
し
、

会
場
は
、
五
所
川
原
が
そ

っ
く
り

銀
座
に
移
行
し
た
か
の
よ
う
な
、

津
軽
弁
に
花
が
咲
く
に
ぎ
や
か
な

総
会
と
な
り
ま
し
た
。

市の特産品が当たるビンゴゲーム

会の発展を祝ってパンザイ三唱

山
本
会
長
は
「
こ
う
し
て
ま
た

皆
さ
ん
と
お
目
に
か
か
れ
て
幸
福

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
親
睦
を
深
め
、
こ
の
会
が
若
い

人
の
た
め
に
な
る
よ
う
継
続
、
発

展
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

「わ

・
五
所
川
原
会
」
は
、
五

所
川
原
出
身
者
が
親
睦
を
深
め
、

故
郷
を
語
り
、
ふ
る
さ
と
発
展
の

た
め
に
協
力
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
昨
年
十

一
月
に
発
足
し
た
も

の
で
、
会
員
も
二
百
人
を
超
え
て

い
ま
す
。

寝たきりは寝かせきりから
介護と保健教室開催

あなたの健康度は?
「健康チ工ツクコーナー」

熱
心
に
実
技
指
導
を

受
け
る
み
な
さ
ん

五
所
川
原
市
立
高
等
看
護
学
院

学
院
祭
実
行
委
員
会

(高
満
タ
カ

委
員
長
)
で
は
十
月
二
十
九
、

三

十
日
の
両
日
、
働
く
財
人
の
家
を

会
場
に
「
心
の
か
け
は
し
」
を
メ

イ
ン
テ
l
マ
と
し
た
第
四
回
看
学

祭
を
開
催
し
、
大
勢
の
市
民
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
血
圧
、
握
力
、
視
力

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

簡
易
保
険
加
入
者
協
会
青
森
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
主
催
の
寝
た
き
り

に
な

っ
た
と
き
困
ら
な
い
た
め
の

介
護
と
寝
た
き
り
に
さ
せ
な
い
保

健
教
室
が
十
月
二
十
三
日
、
約
百

名
の
受
講
者
の
も
と
開
催
さ
れ
ま

「寸
劇
」
で
は
看
護
婦
さ
ん

も
大
活
躍

な
ど
を
測
定
す
る
健
康
チ
エ
y
ク

コ
ー
ナ
ー
や
学
生
自
主
製
作
ビ
デ

オ
放
映
コ

ー
ナ
ー
な
ど
の
ほ
か
、

三
角
布
を
使
っ
た
簡
単
な
応
急
手

当
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
十
九
日
に
は
青
龍
寺

(青
森
市

・
戸
崎
)
の
織
田
隆
玄

氏
が

「明
る
く
生
き
よ
う
」
を
テ

ー
マ
に
、
翌
三
卜
日
に
は
専
門
学

校
学
生
の
滝
野
沢
直
子
さ
ん
が「
私

の
歩
い
た
道
」
を
テ
l
マ
に
講
演

を
し
、
会
場
を
訪
れ
た
市
民
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
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し
た
。
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
相
馬
ふ

さ
ゑ
氏
に
よ
り
「
必
ず
通
る
老
い

の
道
」
と
題
し
た
講
演
の
後
、
保

健

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
の

説
明
と
、
昼
食
を
教
材
と
し
た
栄

養
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
西
北
中
央
病
院

看
護
部

・
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
寝
か
せ
き
り

に
し
な
い
た
め
の
わ
か
り
や
す
い

介
護
の

「寸
劇
」
や
、
「
お
し
り
関

係
さ

っ
ぱ
り
法
」
な
ど
の
実
技
指

導
が
行
わ
れ
、
受
講
し
た
皆
さ
ん

は
メ
モ
を
取
る
な
ど
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。



色鮮やかに咲く菊の花 

第 1 回 

ごし ょ がわ 

菊 ま つ り 
農林産物共進会 

最
優
秀
賞

一
 

果
樹
（
り
ん
こ
）
廿
石
岡
哲
美
（
野

里
）
。野
菜
（
ネ
ギ
）
廿
工
藤
ト
キ

コ
（
浅
井
）
 （イ
チ
ゴ
）
廿
安
田

正
子
（
野
里
）
。花
き
（
キ
ク
）

廿

今
伸
寿
（
中
泉
）
。
 

果
樹
（
り
ん
ご
）
廿
今
秀
実
（
持

子
沢
）
 
・
三
上
礼
奈
（
俵
元）
。
 

野
菜

（
キ
ャベ
ツ
）
廿
奈
良
利
子

宙
川
）
 
（キ
ヌ
サ
ヤ
）
廿
白
戸

キ
ミ
エ
（
七
ッ
舘
）
 
（
ホ
ウ
レン

ソ
ウ
）
廿
小
笠
原
登
貴
（
鶴
ケ岡
）
。
 

花
き
（
キ
ク
）
廿
山
形
隆
二
（
田

川
）
。林
産
物
（
き
の
こ
）
廿
安
田

勝
美
（
野
里
）
。雑
穀
（
金
時
豆
）
 

廿
小
田
桐
富
士
子
（
神
山
）
。
 

菊
ケ
丘
水
郷
公
園
と
市
中
央
公

民
館
を
会
場
に
、
十
一
月
一
日
か

ら
三
日
ま
で
の
三
日
間
開
催
さ
れ

た
、
第
一
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
菊
ま

つ
り
は
、
公
園
い
っ
ぱ
い
に
約
一
一

万
本
の
菊
が
飾
ら
れ
、
市
農
協
花

き
部
会
e
切
り
花
、
五
所
川
原
晩

香
会
や
五
農
、
羽
野
木
沢
小
、
長

橋
小
の
児
童
生
徒
が
育
て
て
き
た

大
輪
の
鉢
植
え
な
ど
、
会
場
を
訪

れ
た
多
く
の
市
民
は
、
色
と
り
ど

り
の
菊
に
見
人
っ
て
い
ま
し
た
。
 

色とりどりの菊に見入る 
市民のみなさん 

家
族
づ
れ
で
賑
わ
う
ノ
 

第
十
一
回
 

こ
し
ょ
が
わ
ら
産
業
ま

つ
り
 

市
民
体
育
館
を
会
場
に
、
十

月
二
、
三
日
の
両
日
開
催
さ
れ
た

第
十
一
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
産
業
ま

つ
り
は
、
農
林
産
物
共
進
会
や
西

北
五
物
産
観
光
展
、
演
《l
k
K会
、
 

健
康
い
き
い
き
ク
イ
ズ
大
会
な
ど

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
大

勢
の
家
族
づ
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

最
終
日
の
三
日
に
は
農
林
産
物

の
出
品
者
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ

れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
 

た
。
 

（敬
称
略
）
 

平成 7年度母子・寡婦福祉資金（修学資金等）予約貸付けの受付 

ン対象者 経済的に困難な事情にある母子・寡

婦家庭で、児童が高等学校・短期大学・大学 

・高等専門学校及び専修学校等に進学もしく 

は入学を希望する方。 

）提出書類 

①貸付申請書 

②添イ寸書類 

（貸付申請者の戸籍謄本 

（配偶者のない女子で現に児童を扶養し

ていることを証明する書類 

（進学証明 在学している学校からの進

学証明書 

（支度資金I折要額内訳書 

※提出書類は、福祉事務所福祉課にあります。 

D 提出期β艮 11月15日～12月19日まて冬。 

レ貸付けの仮決定 平成 7 年 2 月末日までに仮 

11 平成 6年11月15日  

決定し、 本人に通知する予定。 

ン貸付けの本決定と資金の交付 

①修学資金・修業資金 

仮決定された人の児童が高等学校等に入学

し、在学証明書の提出がなされた方に対し、 

7 年 4 月中に本決定し辰］月末日までに資金交

付の予定。 

②就学支度資金 

仮決定された人で、高等学校等の選考試験

に合格し、 その合格通知書等により入学が確

実になった方について、 7 年 3 月中に本決定

し同年 4 月末日までに資金交付の予定。 

※詳しいことや書類の提出は、ili福祉：事務所福

祉課 （廿35 - 2111番 内線 286番）へお願い

します。 

家
族
づ
れ
で
賑
わ
う
/

第
十
一
回

ご
し
ょ
が
わ
ら
産
業
ま
つ
り

色鮮やかに咲く菊の花

b がわよ

回

しc_ 

第

りvコ会A
V
菊

農林 産 物共 進 会

市
民
体
育
館
を
会
場
に
、
ト

一

月
二
、
二
一日
の
両
日
開
催
さ
れ
た

第
ト
-
凶
ご
し
ょ
が
わ
ら
産
業
ま

つ
り
は
、
内
ば
林
産
物
共
進
会
や
西

北
丘
物
産
観
光
展
、
演
芸
大
会
、

健
康
い
き
い
き
ク
イ
ズ
大
会
な
ど

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
大

勢
の
家
族
づ
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

品
終
日
の
三
日
に
は
農
林
産
物

の
出
品
告
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ

れ
、
次
の
方
々
が
点
彰
さ
れ
ま
し

た
。

(

敬
称
略
)

画

川
崎
川
口

果
樹

(り
ん
こ
)
H
H
石
岡
折
口
美
(野

里)。

野
菜

(ネ
ギ
)
リ
工
藤
ト
キ

コ

(浅
井
)
(
イ
チ
ゴ
)
l安
田

正
子

(野
里
)
。

花
き

(キ
ク
)
H
H

今
伸
寿

(中
泉
)
。

囚
門
閣
U

果
樹

(り
ん
ご
)
H
H
今
秀
実
(
侍

，
F
沢
)

・
三
上
札
奈
(
倍
元
)
。

野
菜

(キ
ャ
ベ
ツ
)
H奈
良
利
子

(田
川
)
(
キ
ヌ
サ
ヤ
)

H

H

h

戸

キ
ミ
エ

(ヒ
ツ
舘
)

(ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
)
H
H
小
笠
原
登
賞
(鶴
ヶ
岡
)。

花
き

(キ
ク

)
1山
形
隆
二

(
田

川
)。
林
産
物

(き
の
こ

)
l安
田

勝
美

(肝
里
)。
雑
穀

(金
時
豆
)

H

小
田
桐
富
七
子

(神
山
)百

菊
ヶ
丘
ぷ
郷
公
園
と
市
中
央
公

民
館
を
会
場
に
、
ト

一
月

一
H
か

ら
三
日
ま
で
の
三
日
間
開
催
さ
れ

た
、
第
二
凶
ご
し
ょ
が
わ
ら
焔
ま

つ
り
は
、
公
園
い

っ
ぱ
い
に
約
二

万
本
の
菊
が
飾
ら
れ
、
市
農
協
花

き
部
会
の
切
り
花
、
五
所
川
原
晩

喬
会
や
丘
袋
、
羽
肝
木
沢
小
、
長

橋
小
の
児
童
生
徒
が
育
て
て
き
た

大
輪
の
鉢
岨
え
な
ど
、
会
場
を
訪

れ
た
多
く
の
市
民
は
、
色
と
り
ど

り
の
備
に
け
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

|平成7年度母子・寡婦福祉資金(修学資金等)予約貸付けの受付1
決定し、本人に通知するチ定。

[>貸付けの本決定と資金の交付

①修学資金 ・修業資金

仮決定された人の児童が高等学校等に入学

し、在学証明 5のナ是r.e.がなされた方に対し、
7年 4月中に木決定し同月末日までに資金交

付の予定。

②就学支度資金

仮決定された人で、高等学校等の選考試験

に合格し、その合格通知汗等により入学が確

実にな った万について、 7年 3月中に本決定

しInj年・ 4月末日までに資金交付の予定。

※詳しいことや苫知の提出は、市福祉事務所相

祉課(宮 35-2111寄内線 286苔)へお願い

します。

じ〉 対象者 経済的に困難な・f~情にある母チ. 'tf 

制家庭で、!児童が高等学校 ・短期大予・大学

，'，五等専門学校及び県修学校等に進学もしく

は入学を希望する万。

[>提出書類

① 貸付申請，Ir
② 添付S知

(ア) 貸付巾請省の戸籍謄本

(イ)配偶省のない17;f二で割に児童を扶縫し

ていることを証明する主知

(ウ)進学説明 在学している争校からの進

学説明 "~: 

(エ) 支度資金所要領内訳，1-;:

※iMHI. lr知は、福祉堺正芳戸斤十日位u栄にあります。
[>提出期限 11月15日-12rJ19 Hまで。

[>貸付けの仮決定 平成 7"F-2月末日までに仮

、ド1&6iドllJJ1511 

ーー-~回ーー竺ー『要』‘
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撃恐〕する健康相談室へどうぞ 
ン対象 五所川原にお住まいの方で、 ご自身及 

び家族の身体ぐあいの事で心配されている方 

＞内容 血圧相談、病気の相談、心の相言炎 

健康についての話し 

ン料金 無 半斗 

レ持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相談に応じます 

開催場所 開催月日 
開
時
 
催
間
 

はなしの 
テーマと時間 

幾 島 町 11月25日 10 : 00 きっとMサイズが 
5 きれる 

集 会 所 （金） 12 】 00 (11 : 30-12 : 00) 

金山昭和館 
11月25日 12 】 

5 
30 i v 競稽都 

（金） 14 : 00 (13 : 30-'--14 : 00) 

高野文化 11月25日 11: 00 ひざの痛み 

センタ一ー （金） 
5 

12 】 30 (10 】 30-11 : 00) 

浅井公民館 
11月30日 

（水） 
0 
2 

00
00 

12月1日 3
 
0
 
0
 
0
  

9
 
1
2
 

 

心筋梗塞から 
錦町集会所 

（木） 
身を守る 

(11 : 40---12 : 00) 

12月 1日 

・
 

―
 
ノ
、
 一
 
・
 

っ
J
 
n
‘。
 
 

1
 
1
 
2
 
3
 
0
 

0
  

南新集会所 
（木） 

尿 検 査 

石集
 
田

会
 
坂

所
  

12月 5 日 

（月） 
0 
2 

30
00 

コミュニテ
イセンター 

中 

12月 6 日 

（火） 

10 】 
、 

12 : 

30 

00 

自律神経失調症かな 
・・・と思ったら～自己 
を知って予防法を知る 

(11 】 30'--12 : 00) 

12月 8 日 10 : 30 更年期障害を 
稲実集会所 5 のりきりましよう 

（木） 12 : 00 (10 : 30-Il 】 00) 

平成 7年度（ 4月入所ン ー 

保育所入所申請受付 
」 受付期間 平成 6年11月18日 （金）から 

12月12日 （月）まで 

※ 上記期間以外でも随時受イ寸いたします。 

ン受付場所 市福祉二事務所 各保育園（所） 

※ 保育園（所）によっては、乳児（0歳児） 

障害児（軽度、中度） も入所できます。 

※ 現在、数力所の保育園（所）で定員に余裕 

がありますので、今年度中からでも入所でき 

ます。 

ン問い合わせ 市福祖二事務所福初這果 

児童係（内線 243) 

生活講座受講生募集働く婦人の家 

～会席料」理のいただき方～ 

日日寺 11月30日（水）午後 6時半～8 時半 

場所 五所川原半斗理学院（弥生町） 

講師 山本 淳（五所川原半斗理学院I完長） 

定員 15名（申し込み順定員になりi欠第締め切 

らせていただきます） 費用 5,000円 

～三世代ふれあい家庭料理について実習と講話～ 

日時 12月 5 日（月）昼の部10時～12時 

夜の部 6時半～8U寺斗ら 

場戸！斤 働く婦人の家 

講師 白崎 税（五所川原保健所健康増進課主幹） 

定員 32人 

受講料 無料一。但し1オ料費は各自負担 

持参する物 ェプロン、三角巾、 メモ用具 

※両講座共通点 

対象者 市内に住所又は勤務先を有する女性 

申し込みと問い合わせ 

働く婦人の家 Cfi.所川原市新田D 胃35 - 8898 

第46回人権週間 ロ 
12月 4 日～12月相日 

毎日の生活の中で、何かお困りの時はレいつて二

も人権擁護委員、 または、青森地方法務局五所

川原支局にご相談ください。相談は無料」で、弔必

密は厳‘守します。 

当市の人権擁護委員はi欠の方々です。 

氏 	名 住 	所 郵便番号 電 	話 

対馬 郁夫 五所川原市 
松島町 7丁目20 

037 34-3121 

高橋 武― 
五所川原市大字 

037 36 - 2794 
藻川字千年356 

船水 信― 
五所川原市大字
飯詰字福泉85-3 037 37-2127 

原 	芳江 
五所川原市 
松島町 7丁目54 037 35 - 8590 

大村 光子 
五所川原市 
字旭町 2 037 35 - 6363 

山口千代ー 
五所川原市大字毘
沙門字中熊石211-1 

037 36 - 3938 

坂本 憲昭 
五所川原市 
字錦町1-101 037 34 - 2293 

中川 兵― 
五所川原市大字 
豊成字田子浦104-3 

037-06 29 - 3073 

太田 啓子 
五所川原市 
みどり町4丁目18 

'037 34 - 4274 

平成6年11月15日 12 

lもた世もする健康相談室ベどうぞ|
仁〉対象 干王所川原におイ1:まいのんで¥ごi'J身ぷ

び家族の身体ぐあいの，];:で心配されているノj

b内容 血圧十11談、病試の相談、心の相談

健jぷについての話し

じ〉料金 無料

じ>持参するもの 仏t康千-帳(およfjちのノi)

保健制がキrl~，炎に応じます

開催場所 開催片日
日目何; はなしの
時/1n テーマとH切首l

幾島田I11月25日 10 : 00 きっとMサイズが

集会所 (金)
きれる

12: 00 (11 : 30~ 12 : 00) 

11月25日 12: 30 コレステローノレと
金山昭和館

(金)
上手なおつき合い

14: 00 (13 : 30~14 : 00) 

高野文化 11月25Fl 11 : 00 ひざの痛み

センター (金) 12: 30 (10 : 30~ 11 : 00) 

11月30日 10: 00 
浅井公民館[

(水) 12: 00 

12月1日 9 : 30 心筋梗塞か身ら
錦町集会所

(木)
を守る

12: 00 (11 ・ 40~12 : 00) 

12月1Fl 12: 30 
南事「喋会所

(木)
尿検査

13: 30 

石田坂 12月5日 10: 30 

集会所 (月) 12: 00 

、、一
10: 30 自律と神思経っ失た調ら症b~をか白知lな己ξ 

コ、ュニァ 12月6日
ィセンター

(火) を(知11って予防法を る
中}I[ 12 : 00 30~12 : 00) 

12月8日 10 : 30 更年期障き害を
稲実集会所

(木)
のり りましょう

12: 00 (10 : 30~1l : 00 

「一一平成7年度 (4月入所)一一「

し保育所入所申請受付」
じ>受付期間 平成 6年11月181"1 (金)から

12月12仁1(刀)まで

※ 上記期間以外でも随時受イ、打、たします。

仁〉受付場所 市福祉事務所各保育闘(所)

※ 保育園ゆりによっては、乳児 (0歳児)

障害児(軽度、中度)も入所できます。

※ 現在、数カ所の保有閑(所)で定員に余裕

がありますので、今年度中からでも入所でき

ます。

じ>問い合わせ 市福祉事務所福祉課

児童係(内線 24 3) 

E:Jr~閉ま来著既望調胃腸司
!和食テーブルマナー|

~会席料.Fn(/)v、ただきノJへ，
日時 11JJ 30 11 (水)!I:後 611与、r， ~811、子、["

場所 五!!Jr川}Jj(;f'川!学院(弥生町)
講師 山本作 UIJ'YiJII以来[，.E!/!学院院長)

定員 151'， (1[1し込み111fi定.Llになり次第締め切

らせていただきます) 費用 5，0001'J 

|健康食教室|

~二三世代ふれあい家低利潤!について夫子?と講話~

日時 12)J 5 11 ()J)討の部10時~12日キ

干支の存15611年、 ['-.~811 、子、['"

場所 働く州人の家

講師 (11崎 税 (lu9Ij1I});{保健所総Uit':'I:ii!i，l架!赤字)

定員 32人

受講料 無料。イ11，し材料':1l(は各自負判

持参する物 エプロン、 と三角巾、メモハj以

※両言首位14王:Jt:if白川、t

対象者 "1内に住所Xは勤務先を有する女性

申し込みと問い合わせ

働く財人の家(五所川原市新町) 宮35-8898 

こ宇?1ZAfち謂自由コ
毎日の生活の巾で、イIlfかおl木lりの11-:'1'はいつで

も人権擁護委員、または、青森地方法務品五所

川原支局にご相談ください。十11談は無料で、毛主、

平訟は厳守します。

当市の人権擁誰委員は次の)J々 です。

氏 名 住 P.Jr 郵使番号 屯 言再

対馬郁夫
五所川原市

037 34 -3121 
松島nlnr Fl20 

高橋武一
五所川原di大字

037 36 -2794 
務川字千年356

船水信一
五所川原市大字

037 37 -2127 飯言古E十二福泉85-3

原 芳江
五所川原市

037 35 -8590 4公，i:，jIU[7l'日54

大村光子
五所川原市

037 35 -6363 
字旭町2

山口千代ー
五所川原市大字毘

037 36 -3938 沙門~二司:熊石21トl

坂本 憲昭
玉所川原市

037 34 -2293 
E十二~fi \llln-10l

中川 兵一
五所川原市大字

037-06 29 -3073 
豊成字国子浦104-3

太田 啓子
五所川原市

'037 34 -4274 
みどり町4J目18

平成6年11月1511 12 



筆
月
 

~ ， 

ぐー cーー 

月 籍 

寒さも土曽し、早一いもので

あと 1カ月でクリスマス。 

いつもよりもっと楽しくな

るような、 クリスマス米斗理

を作ってみませんか？ 

ンテーマ クリスマス料-1里 

阿部悠一ちゃん（原子・山元） 

母・洋子さん なんでもよく食べ、 とても元

気です。 このまま健康で、やさしくて思いやり

のある人になってほしいですね。 

「かんたん！ 
健康レストラン」 

受講者募集 

対象地区： 開催月日 開催場所 締め切り 

中川地区： 
11月24日 

（木） 
ニコミュ一ニテイ
センター中川 

11月18日 
（金） 

飯詰」也区 
11月30日 
（水） 

ニ1ミュ一ニニラ二イ
センター飯詰 

11月22日 
（火） 

長橋地区： 
12月 2 日 
（金） 

二コミュニラ二イ
センター長橋 

11月25日 
（金） 

ン時間 午前9時30分～午後 in寺 

ン料金 無料です。 

ン持参する物 みそ汁（おわん半分位の量を汁一 

だけ持参ください）、健康手帳（お持ちの方） 

ェプロン、筆記用具 

ン申し込み先 地区の保健協力員へ 

市役所合351ユ111 J 
す く す く 健診 

6 カ月児健診と 2歳 6 カ月児健診の際に、母 

（保護者） と子供さんの歯科健診がありますの

で、なるべく保護者の方がご同伴くださるよう

にお願いいたします。 

ン場所 市保健センター（新町バス停前）>時

間 受イ寸12 : 30から12 : 45 ン持参するもの

母子健康手帳、バスタオル。⑨ 2歳 6 カ月児、 

3歳児には個人通知します。（亘）3歳児健診の場

合は同封のアンケートを記入し、尿を小ビンに

入れノて持参ください。※注意① 3 カ月児健診に

来れなかった方は、神経芽細胞腫（小児がん） 

の検査セッ トを、母子健康手帳を持参のうえ保

健環境課窓口にもらいにきてください。（②）病気

療養中（特に伝染性の病気）のお子さんはご遠

慮ください。（③）不明な点は、保健環境課にお問

い合わせください。 

月 	齢 対象児 期 日 主 な 内 容 

3カ月児 
H6年 
8月生まれ 

H6年 
12月13日 
（火） 

小児科診察、神経芽
細胞腫セット配布、 
育児情報交換等 

6力月児 
H6年 
5月生まれ 

12月19日 
（月） 

離乳食の試食 
母と子の歯科診察 
発達相談等 

1 歳児 
H5年 
11月生まれ 

12月26日 
（月） 

育児情報交換 

発達相談等 

1歳 
6カ月児 

H5年 
6月生まれ 

12月20日 
（火） 

12月27日 
（火） 

小児科・歯科診察
丈夫な歯と顎になる
ためのお話 

2歳 

6カ月児 

H4年 
6月生まれ 

12月14日 
（水） 

母と子の歯科診察及

び相談 身体計測 

3 歳児 
H3年 
6月生まれ 

12月15日 
（木） 

小児科・歯科診察 
尿検査 
視聴覚検査等 

※尚、今匠］の 1歳 6 カ月児健診は対象児が多い

ため、12月20日は、 旧町一内と1公島町の子供さん、 

12月27日は、その他の地区の子イ共さんの健診日

とさせて頂きたいと思いますので、 よろしくお 

」願いします。 

乳幼児の発達や育児・悩み、ごとは保健センター 

“母と子一の相談日（第1・3水曜日）”も御利用ください。 

13 平成 6年11月15日 

方月
も
R
P
目L--本

市役所宮35-2官官官

| すくすく健診 I 

6ヵ月児健診と 2歳 6ヵ月児健診の際に、母

(保護者)と子供さんの歯科健診がありますの

で、なるべく 保護者のノjがご同伴くださるよう

にお願いいたします。

じ>場所 市保健センター(新slfバス停前)じ>時

間 受付12: 30から12・45 [>持参するもの

ド'J:-[.健康手11長、パスタオノレ。 @2歳 6ヵ月見、

3歳児には個人通知します。 @3歳児伝J!:診の場

合は同封のアンケートを記入し、尿を小ピンに

入れて持参ください。※注意① 3ヵ月児健診に

米れなかった方は、や11経芽細胞JJ重(小児がん)

の検主セットを、母一千健雄一手11長を持参のうえ保

健環境課窓口にもらいにきてください。②病気

味養中(特に伝染性の病気)のおチさんはご遠

I吾、ください。③不明な点は、保健環Jj~課におFIU

u、合わせください。

月 齢 対象児 期日 i:な内容

3ヵ月児
H6年 I-I6年 小児科診察、神経芽

8月生まれ
12月13R 細胞腫セット配布、
(火) 育児情報交換等

6ヵ月児
I-I6年 12月19日

隣乳食の試食

5月生まれ (月)
母と子の歯科診察
発達相談等

1歳児
H5年 12月26日 育児情報交換

11月生まれ (月) 発達中1I談等

1歳 H5年 12Jt1火2】orl 小児科 ・歯科診察

6ヵ月児 6月生まれ 12JJ 27 fI 
丈夫な歯と顎になる

(;た) ためのお話

2歳 H4年 12月1411 主土とチの歯科診察Jj_

6ヵ月児 6月生まれ (水) び相談身体計調11

3 H3年 112月15日 小児科 ・歯科診察
歳児 6月と|三ま 尿検査

れ (木) 視聴覚検査等

※i尚、今1"1の 1歳 6ヵ月児健診は対象児が多い

ため、 12月20日は、旧町内と松島lurの子供さん、

12月27日は、その他の地区の子供さんの健診日

とさせて国きたいと思いますので、よろしくお

願いします。

乳幼児の発達や育児・悩みごとは保健センター

“舟と子の相談1=1(第1・3水曜日)"も御利用 ください。

13 平成6年lUI15n

[dda鋤・吋

阿部悠ーちゃん(原子・山元)

母・洋子さん なんでもよく食べ、とてもA

気です。このまま健康で、やさしくて思いやり

のある人になってほしいですね。

「かんたん!
健康レストラン」

「一一受講者募集 ! 

寒さも憎し、早いもので

あと 1ヵ月でク リスマス。

いつもよりもっと楽しくな

るような、クリスマス;pk埋

を作ってみませんか?

bテーマ ク リスマス料理

対象地区 防コiイ経月円 開催場所 締め切り

中川地区
11月24口 コミュニティ 11月 18日
(オミ) センター中川 (金)

査反言吉i也15ξ
11月30日 コミュニティ 11月 221::1
(71<) センター飯詰 (μく)

長崎地I天
12月 2口 コミュニティ 11月25n
(金) センター長橋 (金)

b 時間 午前9時30分~午後 1時

b料金 無料です。

じ〉持参する物 みそ汁(おわん半分位の量を汁

だけ持参くださレサ 、健康手帳(お持ちの方)

エプロン、筆記用 具

仁〉 申し込み先 地区の保健協力員へ



3年（ただし、第 3学年は臨床実習とし第 3学年は臨床実習とし 

て了、 i欠のいずれかに該当 

表
紙
 
「
わ
た
し
の
か
ぞ
く
」
 

絵
・
沖

飯
詰
小
学
校
一
年
 

み
 

く
 

外
 
崎
 
未
 
来
ち
ゃ
ん
 

715 一
 

時設人権相談所の開設 
レと き 平I戊 6自-.12月 9 日（寺＞) 

り前10時～自後 31時 

I ’ところ 巾内新田丁「倒Jく婦人グア家」 

い相言炎担当者 人格第祐護委員・法」り引Hj」織 iI 

平成7年度 

看護学生募集 
市立高等看護学院 

レ募集人員 40名

ン修業年限 

ます。） 

ン入学資格 

准看護婦（士）で、i欠のいずれかに該当 

する人。 

従事した人。 

（平成 7年3月で 3 年就業終了見 

込みの人を含む・。） 

(2）高等学校卒業者（平成 7年 3月卒 

業見込みの人を含む。） 

(3）高等学校衛生看護科卒業者（平成 

7年 3月卒業見込みの人を含む。） 

「願書受付期間 

平J戎 7 年1月 4 日（水）~1月12日（木） 

（ただし、土・日曜日を除く。） 

レ試験期日 

平成 7 年2月 1日 （水） 

）試験科目 

社会、国語、英語、看護学、作文、面接 

＞願書受付場所・試験会場及び問い合わせ 

市立高等看護学：院 

布屋町41 " 34-2 7I5 ーー一 ー一 ー  」 

40名 

(1）免許取得後、 3 年」2夫上看護業務に 3 年」2夫上看護業務に 
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ん
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ふるさと交流圏民センター（オルテンシア） 

催物ご案内くH月21日～12月 5日〉一 

r く大ホール〉 

日
  

曜
  

催 	物 開 演 入場料 

湯
  

火
  

永井真理子コンサート 18 : 30 4,500円 

24 木
  

谷川賢作セクステット 
コンサート 

18: 30 500円 

26 土
  

エホバの証人の 
特別1日大会 

9 : 30 無 	料 

27 0
  

エホバの証人の 
特別1日大会 

9 : 30 無 	料 

1
2
,
/
4
 

 
日
  

奥津軽に“第九”を 14 : 00 1,000円
当日1,200円 ひびかせる会演奏会 

〈小ホール〉 

日
  

曜
  

催 物 開 演 入場料 

光
  

水
  

市税完納表彰式 13 : 00 無 	料 

第2回 青松園祭 
テ・ーマ 『飛 翻』 

レ日日寺 11月20日（日） 午前10時～午後 5時 

>場所 青松園 

＞イベント 南部五郎ショー・マジックショー・ 

バザー・模擬店・抽選会（豪華景「lllあり） 

〇送迎バスが出ます 

五所川原馴で前発 午自1)1o時、正午 

青松園発 正午、午後 3日寺 

＞問い合わせ先 

青松園（市内金山字千代鶴142) 合 37-3111 

発行五所川原市役所／編集総務課 〒037 五所川原市字岩木町12番地合代35-2111番 	平成6年11月15日 I4 

3年(ただし、第 3学年は臨床失予ミ?とし

ます一。)

じ>入学資格

准看護財(上)で、次のレ、ずれかに該当

する人。

(1)免許取利後、 3年以 l二;;(j-;jiQ業務に

従 -'J;ーした人。

(平成 7 壬I~- 3 nで 311'就業終了凡
込みの人を含む。)

( 2) 高等午:校卒業有(平μ父 7{ 1~3) j 半

業比込みの人を含む。)

( 3) r~:î(字学校衛生計百~:f'1 卒業主(平成

7年 3)]卒業凡込みの人を合む。)

仁>願 書 受付期間

平成 7年 1刀 411 (水)~l)J12 11 (木)

(ただし、七 ・ 円曜日を I~余く。)

じ〉試験期日

平成 7年 2月 11， (ノ:1<)
仁〉試験科目

社会、同37T、英語、罰諮γ:、作文、而按
じ>願 書 受付場所・試験会場及び問い合わせ

rlT立高等:者誰学院

;(lï)~rnr41 宮34 -2 7 1 5 

「ふるさと交流圏民センター(オルテンシア)寸
」ー催物ご案内 < 11 月 21 日 ~ 1 2月 5 日 ) J

〈大ホール〉

H H記 催 物 開演 入場料

% 火 永井真理子コンサート 18: 30 4，500円
24 木
谷川|賢作セクステット

18: 30 5001'1 
コンサート

26 上
エホバの証人の

9 : 30 査正 料
特別 1Fl大会

27 日
エホバの証人の

9 30 釦E キ'1
特別 11=1大会

!宅 11 
奥津軽に“第九"を

14: 00 
1，000円

ひびかせる会演奏会 Ui 111，200円

〈小ホール〉

|第2回青松園祭 E 
テーマ 『飛朔』

b日時 11}:j 20 1 1 ( ，1 ) 午 liiilO時~ノr-後 5時
仁>場所 庁松I~'ÌI

じ〉イベン ト l材育11)工郎ショー ・マジツクショー・

バザー ・模擬山 ・抽選会(家革対dJ3あり)

o送迎ノくスが/[¥ます

J王m)11));T!JJRljIj予を !ni1ilO日午、 jl二'1: 
7子+公!五月き j 1ミノ1:， ノ|二fO:311寺

b問い合わせ先

古松防1(di内令 111'[:千代的142) 宮 37-3111

(両会入品i念日開会|
bと き 斗勺戊6年12凡 9r"1 (令)

午前îlO時~!I 二後 311寺

仁〉 ところ di内新IHf r働 く丸山人の家J

じ>相談担当者 人権擁誰委主i.-11ξ務 川職r.l.

発行五所川原市役所/編集総務課 干037五所川原市字岩木町12番地 2附35-2111番 平成6"111)]1511 14 
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